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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示装置の製造方法において、
　基板組立体と前記基板組立体に付着された偏光板を含む液晶パネルを備える段階と；
　外部に露出された状態で、前記液晶パネルの板面に向かって気体噴射部を配置する段階
と；
　前記気体噴射部を通じて前記液晶パネルの板面に気体を噴射して加圧する段階と、を含
み、
　前記気体を噴射して加圧する段階は、前記液晶パネルの板面の中央部分から外郭領域に
気体を噴射して加圧することを特徴とする液晶表示装置の製造方法。
【請求項２】
　前記液晶パネルの偏光板は前記基板組立体の両面に付着されており、
　前記気体噴射部を配置する段階では、前記気体噴射部を、前記液晶パネルの板面と垂直
であり、前記液晶パネルの両面に向かって配置し、
　前記加圧する段階では、前記気体噴射部を通じて前記液晶パネルの両面に向かって気体
を噴射して加圧することを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項３】
　前記気体噴射段階では、前記液晶パネルと前記気体噴射部を相対的に移動させることを
特徴とする請求項１又は２に記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項４】
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　前記噴射される気体は予熱されていることを特徴とする請求項１又は２に記載の液晶表
示装置の製造方法。
【請求項５】
　前記気体の予熱温度は４０乃至８０℃の範囲であることを特徴とする請求項４に記載の
液晶表示装置の製造方法。
【請求項６】
　前記気体噴射部は気体を噴射する複数のノズル孔を含み、前記ノズル孔は前記液晶パネ
ルを間において対向して配置されることを特徴とする請求項１又は２に記載の液晶表示装
置の製造方法。
【請求項７】
　前記気体噴射部と前記液晶パネルの板面との間隔は１０乃至２０μｍであることを特徴
とする請求項１又は２に記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項８】
　前記気体の噴射による加圧力は０．１乃至６ｋｇｆ/ｃｍ2であることを特徴とする請求
項１又は２に記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項９】
　液晶パネルを含む液晶表示装置の製造装置において、
　圧縮気体を噴射し、前記液晶パネルの板面の中央部分から外郭領域に気体を噴射して加
圧する気体噴射部を含む気泡除去装置を有し、
　前記気泡除去装置は、チャンバー内に配置されず露出されていることを特徴とする、液
晶表示装置の製造装置。
【請求項１０】
　前記液晶パネルは前記基板組立体と前記基板組立体の両面に付着された偏光板を含み、
　前記気体噴射部は、前記液晶パネルの両面において、前記液晶パネルの両面に一定の圧
力を加えることを特徴とする請求項９に記載の液晶表示装置の製造方法。
【請求項１１】
　前記気泡除去装置は、圧縮気体を供給する圧縮気体供給部をさらに含むことを特徴とす
る請求項９又は１０に記載の液晶表示装置の製造装置。
【請求項１２】
　前記気泡除去装置は、前記液晶パネルを支持する支持部をさらに含むことを特徴とする
請求項１１に記載の液晶表示装置の製造装置。
【請求項１３】
　前記気体噴射部は板状で配置され、気体を噴射する複数のノズル孔を含むことを特徴と
する請求項１１に記載の液晶表示装置の製造装置。
【請求項１４】
　前記気体噴射部の噴射領域は帯状であることを特徴とする 請求項１１に記載の液晶表
示装置の製造装置。
【請求項１５】
　前記気体噴射部の噴射領域は前記液晶パネルより狭くないことを特徴とする請求項１１
に記載の液晶表示装置の製造装置。
【請求項１６】
　前記気体噴射部は気体を噴射する複数のノズル孔を含み、前記複数のノズル孔は前記液
晶パネルを間において対向して配置されていることを特徴とする請求項１１に記載の液晶
表示装置の製造装置。
【請求項１７】
　前記気泡除去装置は、気体を予熱する予熱部をさらに含むことを特徴とする請求項１１
に記載の液晶表示装置の製造装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、液晶表示装置の製造方法とその製造装置に関し、より詳しくは、外部に露出
された状態で液晶パネルの基板と偏光板間の気泡を除去する気泡除去方法とその製造装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、各々偏光板が付着された薄膜トランジスタ基板とカラーフィルター基
板、及びこれらの間に液晶層が位置している液晶パネルを含む。液晶パネルは非発光素子
であるため、薄膜トランジスタ基板の後面には光を照射するためのバックライトユニット
が位置することができる。バックライトユニットから照射された光は液晶層の配列状態に
よって透過量が調整される。
【０００３】
　それ以外に、液晶パネルの各画素を駆動するために、駆動回路と、駆動回路から駆動信
号を受けて表示領域内のデータ線とゲート線に電圧を印加するデータドライバーとゲート
ドライバーが備えられている。
　このような液晶表示装置の製造過程の中で、薄膜トランジスタ基板とカラーフィルター
基板の外部板面に偏光板を付着する。ところが、各基板とこれに付着された偏光板との間
には微細な気泡が形成されて、基板と偏光板間の接着力を低下させ、表示品質に悪影響を
与える。
【０００４】
　図１は従来の気泡除去装置を示した斜視図である。
　従来の気泡除去装置１００は、チャンバー１１０と、チャンバー１１０を開閉するドア
１２０とを含む。チャンバー１１０には液晶パネル収容部１３０が備えられている。その
他に、図示していないが、チャンバー１１０に一定の圧力の気体を供給するポンプ及びヒ
ーターをさらに含む。
【０００５】
　従来の気泡除去装置１００を利用した気泡除去方法は、次の通りである。
　まず、ドア１２０を開いてチャンバー１１０を開放する。その後、液晶パネル１４０を
液晶パネル収容部１３０にローディングする。このとき、チャンバー１１０内部の温度と
圧力は、各々常温と大気圧である。液晶パネル１４０は複数個が同時にローディングでき
る。液晶パネル１４０がローディングされれば、ドア１２０を閉じてチャンバー１１０を
閉鎖させる。
【０００６】
　この状態で温度と圧力を所定の値に増加させる。通常、圧力は５ｋｇｆ/ｃｍ2程度に、
温度は約５０℃程度に増加させる。チャンバー１１０内で液晶パネル１４０は圧力と熱を
受けるようになり、そのために基板と偏光板間に存在していた気泡が偏光板の外部に押し
出されて気泡が除去される。気泡除去が完了すればチャンバー１１０内の温度と圧力を各
々常温と大気圧に低くする。その後、ドア１２０を開いてチャンバー１１０を開放し、液
晶パネル１４０をアンローディングする。
【０００７】
　図２は、従来の気泡除去装置を利用して気泡を除去する場合のチャンバー１１０内の時
間による温度と圧力の変化を示したグラフである。
　図２で‘Ｉ’区間は、常温と大気圧から温度と圧力を所定の値に増加させる段階である
。この段階は通常８分が所要される。‘II’区間はチャンバー１１０を所定の温度と圧力
に維持する段階であり、通常１５分が所要される。‘III’区間は温度と圧力を常温と大
気圧に還元させる段階であり、通常７分が所要される。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　このような従来の気泡除去方法での問題は、第一に、チャンバー内で温度と圧力の増加
と減少のための時間の浪費が多いという点である。その他に、液晶パネルのローディング
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とアンローディングにも時間が多く浪費される。第二に、チャンバー型の気泡除去装置は
、液晶パネルの大きさが順次に大きくなることに適切に対応するのが難しいという点であ
る。最近、液晶パネルの短辺の長さが１ｍより大きくなっているが、これを収容する大き
いサイズのチャンバーを製造することは容易でない。また、チャンバーのサイズが大きく
なれば、安定性を確保するのが容易でない。第三に、液晶表示装置の製造においてチャン
バーを使用する工程が存在して、ライン自動化に困難性を招く。
【０００９】
　このような問題点は、チャンバー内で気泡を除去するために発生する。
　本発明の目的は、基板と偏光板間に発生する気泡を、チャンバーを使用せずに簡単な方
法で除去できる、液晶表示装置の製造方法とその製造装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本願第１発明は、液晶表示装置の製造方法において、基板組立体と前記基板組立体に付
着された偏光板を含む液晶パネルを備える段階と、外部に露出された状態で、前記液晶パ
ネルの板面に向かって気体噴射部を配置する段階と、前記気体噴射部を通じて前記液晶パ
ネルの板面に気体を噴射して加圧する段階とを含み、前記気体を噴射して加圧する段階は
、前記液晶パネルの板面の中央部分から外郭領域に気体を噴射して加圧する。
　気体噴射部により液晶パネルに対して気体を噴射することで、液晶パネルに形成された
気泡は、噴射された気体の圧力と温度によって液晶パネルの周縁に押し出され、つまり液
晶パネルから除去される。
　本願第２発明は、第１発明において、前記液晶パネル偏光板は前記基板組立体の両面に
付着されており、前記気体噴射部を配置する段階では、前記気体噴射部を、前記液晶パネ
ルの板面と垂直であり、前記液晶パネルの両面に向かって配置し、前記加圧する段階では
、前記気体噴射部を通じて前記液晶パネルの両面に向かって気体を噴射して加圧すること
を特徴とする。
【００１１】
　本願第３発明は、第１又は２発明において、前記気体噴射段階では、前記液晶パネルと
前記気体噴射部を相対的に移動させるのが好ましい。
　気体噴射部を相対的に移動させて液晶パネル全体に気体を噴射することで、気泡を除去
する。よって、液晶パネル全体を覆うような大きな気体除去装置が不要である。
　本願第４発明は、第１又は２発明において、前記噴射される気体は予熱されているのが
好ましい。
【００１２】
　噴射される気体が予熱されているため、偏光板を基板に付着するための接着剤の粘度が
低くなり、気泡を容易に除去することができる。
　本願第５発明は、第４発明において、前記気体の予熱温度は４０乃至８０℃の範囲であ
るのが好ましい。
　予熱された気体の温度が４０℃より低ければ、接着剤の粘度が低くなる効果が小さく、
８０℃より高ければ、偏光板が損傷することができる。よって、４０乃至８０℃範囲の予
熱された気体を用いると、偏光板を基板に付着するための接着剤の粘度が低くなり、気泡
を容易に除去することができる。
【００１３】
　本願第６発明は、第１又は２発明において、前記気体噴射部は複数のノズル孔を含み、
前記ノズル孔は前記液晶パネルを間において対向して配置されるのが好ましい。
　本願第７発明は、第１又は２発明において、前記気体噴射部と前記液晶パネルの板面と
の間隔は１０乃至２０μｍであるのが好ましい。
　本願第８発明は、第１発明において、前記気体の噴射による加圧力は０．１乃至６ｋｇ
ｆ/ ｃｍ2であるのが好ましい。
【００１４】
　本願第９発明は、液晶パネルを含む液晶表示装置の製造装置において、圧縮気体を噴射
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し、前記液晶パネルの板面の中央部分から外郭領域に気体を噴射して加圧する気体噴射部
を含む気泡除去装置を有し、前記気泡除去装置は、チャンバー内に配置されず露出されて
いることを特徴とする。
　本願第１０発明は、第９発明において、前記液晶パネルは前記基板組立体と前記基板組
立体の両面に付着された偏光板を含み、前記気体噴射部は、前記液晶パネルの両面におい
て、前記液晶パネルの両面に一定の圧力を加えることを特徴とする。
　本願第１１発明は、第９又は１０発明において、前記気泡除去装置は、圧縮気体を供給
する圧縮気体供給部をさらに含むことを特徴とする。
【００１５】
　本願第１２発明は、第１１発明において、上記の液晶表示装置の製造装置の前記気泡除
去装置は前記液晶パネルを支持する支持部をさらに含むのが好ましい。
　本願第１３発明は、第１１発明において、前記気体噴射部は板状に配置された複数のノ
ズル孔を含むのが好ましい。
　本願第１４発明は、第１１発明において、前記気体噴射部の噴射領域は帯状であるのが
好ましい。
【００１６】
　本願第１５発明は、第１１発明において、前記気体噴射部の噴射領域は前記液晶パネル
より狭くないのが好ましい。
　本願第１６発明は、第１１発明において、前記気体噴射部は複数のノズル孔を含み、前
記複数のノズル孔は前記液晶パネルを間において対向して配置されているのが好ましい。
　本願第１７発明は、第１１発明において、前記液晶表示装置の製造装置の前記気泡除去
装置は気体を予熱する気体予熱部をさらに含むのが好ましい。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明による気泡除去装置は外部に露出されている。つまり、チャンバーを要しない構
造である。また、本発明による気泡除去方法において、周囲の温度と圧力は各々常温と大
気圧である。そのために、チャンバーを使用する場合のように圧力と温度を調節するため
の時間消耗がない。また、気泡除去が連続工程で行われることができるので、液晶表示装
置のライン自動化にも望ましい。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　（第１実施例）
　以下、添付した図面を参照して、本発明についてさらに詳細に説明する。
　図３ａと図３ｂは、各々液晶パネルの断面図と、基板と偏光板間の気泡の発生を示す断
面図である。
　液晶パネル１０は、基板組立体１１と、基板組立体１１の両板面に付着された偏光板１
６、１７を含む。
【００１９】
　基板組立体１１は、カラーフィルター基板１２と薄膜トランジスタ基板１３、及び両基
板１２、１３とシーリング部材１５により形成される空間に注入されている液晶層１４を
含む。薄膜トランジスタ基板１３がカラーフィルター基板１２より多少大きく形成される
が、これは薄膜トランジスタ基板１３上に駆動回路を実装するための空間を確保するため
である。
【００２０】
　カラーフィルター基板１２にはブラックマトリックス、カラーフィルター層、共通電極
層などが形成されている。薄膜トランジスタ基板１３には薄膜トランジスタ、ゲート線、
データ線、画素電極層などが形成されている。液晶層１４は共通電極層と画素電極層間の
電圧によってその配列形態が変更される。
　基板組立体１１の両板面、つまり、カラーフィルター基板１２の外部面と薄膜トランジ
スタ基板１３の外部面には各々偏光板１６、１７が付着されている。液晶表示装置は液晶
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の複屈折性を利用するために偏光板１６、１７が必ず存在しなければならない。偏光板１
６、１７の付着方法は、各基板１２、１３に偏光板１６、１７を位置させた状態で、圧着
ローラでプレスして付着する方法などがある。
【００２１】
　液晶表示装置は、このような液晶パネル１０と、薄膜トランジスタ基板１３の背面に配
置されるバックライトユニット（図示せず）、駆動回路部（図示せず）、及びこれらを収
容する外部ケーシング（図示せず）を含んでなる。
　しかし、偏光板１６、１７と各基板１２、１３との間には気泡（‘Ａ’、‘Ｂ’）が形
成される。このような気泡は各基板１２、１３と偏光板１６、１７との間の接着力を落と
し、液晶表示装置の表示品質を低下させる要因になる。
【００２２】
　図４ａと図４ｂは、各々本発明の第１実施例による気泡除去装置の斜視図と、気泡除去
を説明する断面図である。
　第１実施例による気泡除去装置２０は、同一の構成の上部ユニット２０ａと下部ユニッ
ト２０ｂからなる。以下ではこのうちの上部ユニット２０ａを中心として説明する。
　気泡除去装置２０には気体を噴射する気体噴射部２１が備えられている。上部ユニット
２０ａの気体噴射部２１と下部ユニット２０ｂの気体噴射部２１は平行に対向するように
配置されている。気体噴射部２１はほぼ四角板状の形態を有しており、ノズル孔２２が一
定の間隔で配置されている。ノズル孔２２はなるべく多くの個数が備えられるのが好まし
い。ノズル孔２２を通じて気体が噴射され、気体が噴射される噴射領域（‘Ｓ１’）は液
晶パネル１０の大きさより大きく形成されている。
【００２３】
　気体噴射部２１の上部には予熱部２５が形成されており、気体がノズル孔２２を通じて
噴射される前に気体を一定の温度に予熱させる。予熱部２５内には気体を加熱するための
熱線２６が形成されている。
　予熱部２５は圧縮気体供給部２７からの圧縮気体を予熱して気体噴射部２１に供給する
。したがって、予熱部２５の内部は気体が通過できるように空間が形成されている。圧縮
気体供給部２７はファンやポンプなどで構成されており、予熱部２５とは連結管２８を通
じて連結されている。圧縮気体供給部２７で圧縮する気体は空気であるのが好ましい。
【００２４】
　第１実施例による気泡除去装置２０において、好ましくは圧縮気体の温度と圧力を測定
することができる温度センサー及び圧力センサーをさらに含む。より好ましくは、圧縮気
体供給部２７から供給される気体の圧力と予熱部２５で予熱される気体の温度を制御する
ことができる温度制御部をさらに含む。
　このような気泡除去装置２０はチャンバー内に位置せずに外部に露出された状態であり
、これを利用した気泡除去過程で周囲条件は大気圧と常温状態である。
【００２５】
　以下、このような気泡除去装置２０を利用して液晶パネル１０の気泡を除去する方法に
ついて説明する。
　ノズル孔２２を通じた気体噴射前に、液晶パネル１０を上部ユニット２０ａと下部ユニ
ット２０ｂとの間に位置させる。つまり、気体噴射部２１が液晶パネル１０の板面に向か
うように配置することである。液晶パネル１０を位置させるとき、上部ユニット２０ａと
下部ユニット２０ｂは相互離隔し、液晶パネル１０が位置すれば再び接近するのが好まし
い。このために、気泡除去装置２０は、上部ユニット２０ａと下部ユニット２０ｂのうち
の少なくともいずれか一つを上下に運動させることができる上下移動部（図示せず）をさ
らに含むのが好ましい。
【００２６】
　液晶パネル１０は液晶パネル１０を移動させることができる移動部４１によって気泡除
去装置２０に移動する。制御部４２は移動部４１を制御して液晶パネル１０の移動速度な
どを調節する。
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　液晶パネル１０が上部ユニット２０ａと下部ユニット２０ｂとの間に位置すれば、ノズ
ル孔２２を通じて気体を液晶パネル１０の板面に噴射させて液晶パネル１０を浮上させる
。この過程で、液晶パネル１０は、下部ユニット２０ｂに支持されていて浮上することも
でき、別途の支持部（図示せず）によって支持されていて浮上することもできる。
【００２７】
　気体の噴射過程は次の通りである。圧縮気体供給部２７が気体を圧縮し、圧縮された気
体を連結管２８を通じて予熱部２５に供給する。予熱部２５は供給された気体を熱線２６
を稼動させて所定の温度に予熱させる。予熱された気体は気体噴射部２１に備えられた複
数のノズル孔２２を通じて均一に噴射される。
　液晶パネル１０を浮上させるために、下部ユニット２０ｂからの気体噴射は上部ユニッ
ト２０ａからの気体噴射よりもさらに強くなる。液晶パネル１０が浮上した状態で液晶パ
ネル１０と下部ユニット２０ｂのノズル孔２２との距離（ｄ）は、１０乃至２０μｍであ
るのが好ましく、液晶パネル１０と上部ユニット２０ｃのノズル孔２２との距離もまた、
１０乃至２０μｍであるのが好ましい。
【００２８】
　液晶パネル１０が浮上した状態で、一定時間ノズル孔２２を通じて気体を液晶パネル１
０の板面に噴射させて圧力を加えるようになる。ノズル孔２２から噴射される気体は予熱
部２５を経ながら予熱され、また、圧縮気体供給部２７によって圧縮されたものである。
予熱部２５と圧縮気体供給部２７を調整することで、温度と圧力を適切に調節することが
できる。
【００２９】
　噴射された気体が液晶パネル１０に加える圧力は０．１乃至６ｋｇｆ/ｃｍ2範囲である
のが好ましく、予熱温度は４０乃至８０℃であるのが好ましい。予熱された気体が液晶パ
ネルまで到達する時間が短いため、液晶パネル１０に加えられる気体の温度もまた４０乃
至８０℃となる。４０乃至８０℃範囲の予熱された気体を用いると、偏光板を基板に付着
するための接着剤の粘度が低くなり、気泡を容易に除去することができる。予熱された気
体の温度が４０℃より低ければ、接着剤の粘度が低くなる効果が小さく、８０℃より高け
れば、偏光板が損傷することができる。液晶パネル１０に形成された気泡は、噴射された
気体の圧力と温度によって液晶パネル１０の周縁に押し出され、つまり液晶パネル１０か
ら除去される。
【００３０】
　気泡除去が完了すれば、ノズル孔２２を通じた気体噴射を止め、気泡が除去された液晶
パネル１０を気泡除去装置２０から除去する。
　第１実施例とは異なり、気体噴射過程中に液晶パネル１０を上部ユニット２０ａと下部
ユニット２０ｂとの間に位置するように移動させても差し支えない。また、液晶パネル１
０は、上部ユニット２０ａと下部ユニット２０ｂとの間に位置する段階、または気泡が除
去される過程で支持部（図示せず）によって支持されていても差し支えない。
【００３１】
　第１実施例の気泡除去装置は多様に変更することができる。例えば、下部ユニット２０
ｂなしで上部ユニット２０ａだけで備えられることができる。この場合、液晶パネル１０
の両面の各々に対して気泡除去過程を経なければならない。また、液晶チャンネル１０が
浮上できないために液晶パネル１０を支持できる支持部（図示せず）を必ず要する。
　（第２実施例）
　図５ａと図５ｂは、各々本発明の第２実施例による気泡除去装置の斜視図と、気泡除去
を説明する断面図である。
【００３２】
　第２実施例による気泡除去装置３０は、同一の構成の上部ユニット３０ａと下部ユニッ
ト３０ｂからなる。
　上部ユニット３０ａには、気体噴射部３１、ノズル孔３２、予熱部３５、熱線３６、圧
縮気体供給部３７、及び連結管３８が第１実施例と類似に備えられている。また、第１実
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施例のように、上部ユニット３０ａの気体噴射部３１と下部ユニット３０ｂの気体噴射部
３１は平行に対向するように配置されている。
【００３３】
　ノズル孔３２を通じて気体が噴射され、気体が噴射される噴射領域（‘Ｓ２’）は帯状
になっている。また、噴射領域（‘Ｓ２’）の大きさは液晶パネル１０の大きさよりも小
さい。ただし、噴射領域（‘Ｓ２’）の長さは液晶パネル１０のいずれか一辺の長さと類
似するか、またはもっと長い。ここで帯状の噴射領域（‘Ｓ２’）を形成することができ
れば、ノズル孔３２は複数ではない単一のノズル孔３２で備えられても差し支えない。
【００３４】
　また、第１実施例とは異なって、液晶パネル１０を支持するための支持部３９が備えら
れている。支持部３９は、図示したように液晶パネル１０の表面をなるべく多く露出する
ことができる構造でなっている。
　このような気泡除去装置３０はチャンバー内ではない外部に露出された状態であり、こ
れを利用した気泡除去もまた大気圧と常温の状態で行われる。
【００３５】
　以下、このような気泡除去装置３０を利用して液晶パネル１０に形成された気泡を除去
する方法について説明する。
　ノズル孔３２を通じた噴射前または後に、液晶パネル１０を支持部３９に安着させ、液
晶パネル１０が上部ユニット３０ａと下部ユニット３０ｂとの間に位置するように支持部
３９を移動させる。このとき、液晶パネル１０の進行方向の端部が噴射領域（‘Ｓ２’）
に位置するように液晶パネル１０の位置を調節する。これは気体噴射部３１の噴射領域（
‘Ｓ２’）が液晶パネル１０より狭いためである。
【００３６】
　液晶パネル１０は移動部４１によって支持部３９に隣接するように移動する。制御部４
２は移動部４１を制御して液晶パネル１０の移動速度などを調節する。
　第２実施例による気泡除去装置３０は、支持部３９を移動させる駆動部と、駆動部を制
御する駆動制御部をさらに含むのが好ましい。
　液晶パネル１０が上部ユニット３０ａと下部ユニット３０ｂとの間に位置すれば、ノズ
ル孔３２を通じて気体を液晶パネル１０の板面に噴射させて圧力を加えるようになる。ノ
ズル孔３２から噴射される気体は予熱部３５を経ながら予熱され、また、圧縮気体供給部
３７によって圧縮されたものである。そのために、予熱部３５と圧縮気体供給部３７を調
整して、温度と圧力を適切に調節することができる。
【００３７】
　第１実施例と同様に、噴射された気体が液晶パネル１０に加える圧力は０．１乃至６ｋ
ｇｆ/ｃｍ2の範囲であるのが好ましく、予熱温度は４０乃至８０℃であるのが好ましい。
予熱された気体が液晶パネル１０まで到達する時間が短いため、液晶パネル１０に加えら
れる気体の温度もまた４０乃至８０℃となる。液晶パネル１０に形成された気泡は噴射さ
れた気体の圧力と温度によって除去される。
【００３８】
　その以後に気体を液晶パネル１０に噴射しながら支持部３９を進行させ、液晶パネル１
０の全体面に順次に圧力が加えられるようにする。この過程は、支持部３９を固定して気
泡除去装置３０が移動するようにしても差し支えない。このような液晶パネル１０と気泡
除去装置３０の相対的な移動は連続的に行われるか、または断続的に行われることができ
る。
【００３９】
　第２実施例は第１実施例に比べて気泡除去装置３０の大きさが小さい。また、気泡除去
過程が連続的に行われることができる。
　特に、液晶パネル１０を移動させる移動部４１が支持部３９の役割を果たしても差し支
えない。このようになると、液晶パネル１０を支持部３９に移動させる工程が不要となる
。
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　第２実施例の気泡除去装置３０は多様に変更することができる。例えば、下部ユニット
３０ｂなしで上部ユニット３０ａだけで備えられることができる。この場合、液晶パネル
１０の両面の各々に対して気泡除去過程を経なければならない。
　（第３実施例）
　図６は、本発明の第３実施例による気泡除去方法の概念図である。液晶パネル１０の中
央部分（‘Ｔ’）にまず気体が噴射されて圧力が加えられる。その後に気体が噴射される
領域は同心円を描きながら次第に広くなり、液晶パネル１０の板面の全体で気泡が除去さ
れる。第３実施例によれば、気体噴射の制御は多少複雑になるが、気泡除去がさらに効率
的に行われることができる。第３実施例もまた液晶パネル１０の両板面に対して同時に行
われることもでき、両板面を分けて実行することもできる。
【００４１】
　前記実施例で、上部ユニット２０ａ、３０ａと下部ユニット２０ｂ、３０ｂが同一の構
成を有することと説明したが、これに限定されず、予熱部や圧力気体供給部などをいずれ
か一側のユニットだけに備え、両側ユニットから気体が噴射されるようにすることも可能
である。
【図面の簡単な説明】
【００４２】
【図１】従来の気泡除去装置を示した斜視図である。
【図２】従来の気泡除去装置を利用して気泡を除去する場合、チャンバー内の時間による
温度と圧力の変化を示したグラフである。
【図３ａ】液晶パネルの断面図である。
【図３ｂ】気泡の発生を説明する断面図である。
【図４ａ】本発明の第１実施例による気泡除去装置の斜視図である。
【図４ｂ】本発明の第１実施例による気泡除去を説明する断面図である。
【図５ａ】本発明の第２実施例による気泡除去装置の斜視図である。
【図５ｂ】本発明の第２実施例による気泡除去を説明する断面図である。
【図６】本発明の第３実施例による気泡除去装置の概念図である。
【符号の説明】
【００４３】
　１０　液晶パネル
　２０、３０　気泡除去装置
　２０ａ、３０ａ 上部ユニット
　２０ｂ、３０ｂ 下部ユニット
　２１、３１　気体噴射部
　２２、３２　ノズル孔
　２５、３５　予熱部
　２６、３６　熱線
　２７、３７　圧縮気体供給部
　２８、３８　連結管
　３９　支持部



(10) JP 4266963 B2 2009.5.27

【図１】

【図２】

【図３ａ】

【図３ｂ】

【図４ａ】 【図４ｂ】



(11) JP 4266963 B2 2009.5.27

【図５ａ】 【図５ｂ】

【図６】



(12) JP 4266963 B2 2009.5.27

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  柳　寅　光
            大韓民国忠清南道天安市佛堂洞７８７番地デウォンカンタヴィル６０３－９０５
(72)発明者  李　成　進
            大韓民国京畿道水原市霊通区網浦洞６９６番地碧山イーヴィレッジ１０３－１１０３
(72)発明者  甘　度　英
            大韓民国京畿道水原市霊通区梅灘３洞１１６２番地イムクァンアパート７－２０７
(72)発明者  申　定　根
            大韓民国京畿道龍仁市豊徳川洞三星アパート１０２－７０４
(72)発明者  朴　光　榮
            大韓民国京畿道華城市台安邑餠店里シンチャンアパート１０９－４０７

    審査官  山口　裕之

(56)参考文献  特開昭５７－１３９７２０（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭５９－２２６３２４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０６－２３５８９６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０００－１０５０７８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６０－１５６００５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開昭６２－２９７８１５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平１１－０１４８２７（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３　　　　
              Ｇ０２Ｆ　　　１／１３３５　　



专利名称(译) 液晶显示装置的制造方法及其制造装置

公开(公告)号 JP4266963B2 公开(公告)日 2009-05-27

申请号 JP2005182602 申请日 2005-06-22

[标]申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

当前申请(专利权)人(译) 三星电子株式会社

[标]发明人 柳寅光
李成進
甘度英
申定根
朴光榮

发明人 柳 寅 光
李 成 進
甘 度 英
申 定 根
朴 光 榮

IPC分类号 G02F1/13 G02F1/1335 B32B37/00 G02F1/1333

CPC分类号 G02F1/133528 B32B37/003 B32B2037/1072 B32B2457/20 B32B2457/202

FI分类号 G02F1/13.101 G02F1/1335.510

F-TERM分类号 2H088/FA21 2H088/HA01 2H088/HA06 2H088/HA12 2H088/HA18 2H088/MA20 2H191/FA02Y 2H191
/FA14Y 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FC41 2H191/FD35 2H191/FD36 2H191/LA13 2H291
/FA02Y 2H291/FA14Y 2H291/FA22X 2H291/FA22Z 2H291/FC41 2H291/FD35 2H291/FD36 2H291
/LA13

审查员(译) 山口博之

优先权 1020040046703 2004-06-22 KR

其他公开文献 JP2006011442A

外部链接 Espacenet

摘要(译)

（经修改） 要解决的问题：提供一种液晶显示装置的制造方法，该液晶显示装置能够通过简单的方法去除在基板和偏振板之间产生
的气泡而不使用腔室。 液晶显示装置的制造方法技术领域本发明涉及一种液晶显示装置的制造方法，包括以下步骤：提供包括基板
组件和附着于基板组件的偏振板的液晶面板;将液晶面板暴露于外部将气体喷射部分朝向板表面设置;以及通过气体喷射部分将气体
喷射到液晶面板的板表面上并加压。 背景技术
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